
年間15万件超える自転車事故！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康、環境への関心の高ま

りから、通勤などにも自転車

を利用する人が増えています。

一方で、街を歩いていて、猛

スピードで突進してくる自転

車や、歩行者の間をすり抜け

ていく自転車に、ヒヤリとさ

せられた経験のある方も多い

のではないでしょうか。 

警察庁統計では、平成22年

に起きた自転車が関連した交

通事故の件数は15万1,626件

で、事故全体の20.9％を占め

ています。事故の相手では、

自動車が12万7,419件で8割以

上を占めています。ただ、10

年前に比べ、自動車との事故

は15.3％減っているのに対し、

歩行者との事故は1.51倍の

2,760件、自転車同士の事故も

1.62倍の3,796件となっていま

す。また、自転車乗用中の死

傷者数は15万1,631人（うち死

者658人）にのぼり、自動車乗

車中の次に多い人数です。し

かも、自転車乗用中に死傷し

た人のうち、ルール違反があっ

た割合は65.2％あり、死亡事

故では71.5％とさらに高く

なっています。 

自転車はだれでも気軽に利

用できる身近な乗り物ですが、

道路交通法では車両の一種（軽

車両）とされ、自動車やバイ

クと同じようなルールが定め

られています。法律違反をし

て事故を起こすと、刑事上の

責任が問われます。相手にケ

ガを負わせた場合は、民事上

の損害賠償責任も発生します。

被害の大きさによっては、数

千万円の賠償金を支払わなく

てはならない場合もあり、未

成年といえども責任を免れる

ことはできません。 

利用する場合は、必ず「自

転車は車道が原則、歩道は例

外」「車道は左側を通行」「歩

道は歩行者優先で、車道寄り

を徐行」「安全ルールを守る」

「子どもはヘルメットを着用」

を実行するようにしましょう。

そして、お子様を事故の危険

から守るだけでなく、賠償事

故の加害者にしないためにも、

家庭内で安全な自転車の乗り

方について、よく話し合うよ

うにしてください。 

歩行者との事故増える 
ルール守り安全な利用を 

 



過去10年間の土砂災害平均発生件数 年間約1,000件 

土土砂砂災災害害危危険険箇箇所所がが全全国国にに5522万万箇箇所所  
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今年も台風や集中豪雨によ

る被害が各地で数多く発生し

ています。大雨の際は、河川

の氾濫、洪水、浸水だけでな

く、がけ崩れや土石流、地す

べりなどの「土砂災害」にも

注意が必要です。また、地震

の後も発生の危険が高まりま

す。傾斜が急な山が多く、台

風や地震などの多い日本では、

その地形的・気象的な条件に

よって、土砂災害が発生しや

すい国土環境にあります。 

国土交通省の統計による

と、平成22年に発生した土砂

災害は1,128件あり、ほとんど

の都道府県で発生していま

す。過去10年間の平均発生件

数は、年間およそ1,000件と

なっています。 

土砂災害への計画的な対策

や警戒避難体制の整備を進め

るため、発生する危険性があ

り、人家などに被害を及ぼす

おそれのある地区を把握する

ための全国調査が定期的に行

われています。その「土砂災

害危険箇所」は、日本全国で

約52万箇所もあります。ご自

分の家が土砂災害危険箇所に

あるかどうか、国土交通省砂

防部のホームページ（http:// 

www.mlit.go.jp/river/sabo/

link_dosya_kiken.html）など

で確認できます。また、詳し

くは、市町村役場に直接問い

合わせるようにしてください。 

そして、雨が降り出したら、

「土砂災害警戒情報」に注意

しましょう。土砂災害警戒情

報は、大雨による土砂災害発

生の危険度が高まったときに、

市町村長が避難勧告などを発

令する際の判断や住民の自主

避難の参考となるよう、都道

府県と気象庁が共同で発表す

る防災情報です。もし、住ん

でいる地域で土砂災害警戒情

報が発表された場合は、早め

に近くの避難場所など、安全

な場所に避難するようにして

ください。 

その際、自治体が作成して

いるハザードマップなどで、

事前に避難場所や避難経路、

周辺の危険な場所などを把握

しておけば、慌てずに行動す

ることができます。土砂災害

に限らず、自然災害から身を

守るためには、ふだんからの

準備が何より大切です。 

ふだんからの準備が大切 
土砂災害警戒情報に注意 
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